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「夢、無限大」感動おばま

みんなで考え、みんなで守る

農業・農村の未来
特  

集

耕すことで、未来を拓
ひら

く



地
域
全
体
の
住
環
境
が
悪
化

課題 生じる現象 今後直面する問題

就農者の高齢化 担い手が不足 食の供給能力の低下

集落の人口が減少 集落共同作業の減少
（水路の泥上げなど）

貯水などの
災害防止機能の低下

農地が狭い 農地が荒れる 害虫・鳥獣被害が増加

用水不足 雑草や害虫などが
増加 景観の悪化

鳥や獣の
すみかに

こ
の
ま
ま
だ
と
・
・
・

さ
ら
に
状
況
が
進
む
と
・
・
・

農
村
が
抱
え
る
課
題
と
社
会
的
影
響
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みんなで考え、みんなで守る

■問い合わせ　農林水産課☎ 64・6022

農業・農村の未来
特集

　「
食
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
小
浜
市
に
お
い
て
、
そ

の
食
を
支
え
て
い
る
の
は
、
市
内
各

地
の
美
し
い
農
山
漁
村
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
農
村
の
基
盤
と

な
る
の
は
「
農
地
」
で
す
が
、
適

正
に
管
理
さ
れ
た
農
地
は
、
単
に

「
食
料
を
生
産
す
る
場
」
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
併
せ
持
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
雨
水
を
一
時
的
に
農

地
に
貯
め
る
こ
と
で
、
川
の
水
位

の
上
昇
を
緩
や
か
に
し
て
、
下
流

に
お
け
る
市
街
地
の
浸
水
防
止
に

役
立
つ
と
い
う
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
農
地
が
荒
れ
た
り
農

業
が
衰
退
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

農
村
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
や
農
村
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
農
業
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
体
、
社
会
全
体
で

考
え
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

農
業
の
課
題
は
、

　
社
会
全
体
の
課
題

対 豊かな農業・農村を守るためには
　豊かな農業・農村を守るためには、実際に農作業などに携わる「担い手」の確保と、農用地や水路などの「地域資源」

の管理を両立することが重要です。

策

地域資源の管理

　農用地や水路、農道などの「地域資源」は、適切

に管理することで、美しい景観の保持、文化の伝承、

洪水や土砂災害の防止などといった、農業・農村の「多

面的機能」を発揮します。

　これまで、多くの地域では、耕作者が各々の農地

周りにおいて地域資源の管理を行うことで多面的機

能を維持してきました。

　一方で、農地中間管理機構を通じて担い手への農

地集積が進んだ地域では、農地を持ちながら農業を

しない人が増え、農業・農村への関心が低下したこ

とで、地域資源を適切に管理できなくなることが新

たな課題となっています。

　そこで、農地周辺の草刈りや水路の泥上げなどの

管理活動について、地域全体で行う体制の構築が求

められています。

　これらの地域全体で地域資源を守る活動を行う団

体は、「多面的機能支払交付金事業」による公的支援

を受けることができます。

【特集】農業・農村の未来

　農林水産課では、地域農業・農村を守る
体制づくりを支援しています。
　担い手や地域資源管理の状況は各地で異な
りますが、今後も地域を守っていくためには、
地域全体で定期的に話し合い、課題を共有し、

農林水産課
宮
みやもと

本主査（写真左）
藤
ふ じ た

田主査（写真右）

農業・農村を守るため、私たちもお手伝いします！

改善していく体制づくりが重要です。
　お住まいの地域でも、ぜひこうした体制
づくりに取り組んでいただき、お困りのこ
とがあればいつでも農林水産課へご相談く
ださい。

　しかし、担い手の高齢化や後継者不足などの問題は

深刻で、今後、農業を続けられなくなる人がますます

増えることが予想されます。そのため、農業をリタイ

アした人の農地を公的機関である「農地中間管理機構」

を通じて担い手に貸し出すことが、地域農業を将来に

わたって継続していく上で重要となっています。

　この貸し出しは、農地に対する担い手確保はもち

ろん、農地の集約による作物生産コストの削減や、

災害防止などの多様な機能の維持にもつながります。

担い手の確保

　地域農業の担い手の確保のため、市では、農林水

産省が定める制度に基づいた「認定農業者」（※１）

や「認定新規就農者」（※２）を認定し支援している

ほか、集落単位で共同で農業生産に取り組む「集落

営農組織」の結成や法人化などについてもサポート

を行っています。

　これらの農業者や営農組織は、地域における担

い手の中心的な存在として、市内各地で活躍して

います。

※１ 認定農業者＝市長が認定した、経営改善に取り組む農業者
※２ 認定新規就農者＝市長が認定した、新たに営農しよ

　　 うとする、または経営開始から５年以内の農業者

農地を貸し出し



❺ 広報おばま　令和元 . 5

事 市内の担い手や地域資源管理の状況
　市内の農業における担い手の状況、および地域資源管理の状況は、地域によってさまざまですが、おおむね次
の３種類に区分できます。

例 紹 介

★

case1. 野代地域

　個人による営農が地域農業の中心。一部の大型農

業用機械は任意組織を作り共同利用しています。

　農地や周辺区画の草刈りなど、多くの農作業・資

源管理は個人で行っています。

★

★

case2. 田烏地域

case3. 宮川地区

case1. 野代地域

担い手 … 個人タイプ 地域資源管理 … 複合タイプ

▲トラクターなどの機械の管理
を任意組織に委託。耕作は自身
や派遣オペレーターが行う

▲個人が所有する幹線道路沿い
の農地を利用して、住民らがマ
リーゴールドを植栽する様子

case3. 宮川地区

　生産コストを削減し、効率的な農業を実現させる

ため、平成２７年に地域の４つの営農組織が統合し
　営農支援団体「（一社）宮川グリーンネットワーク」

が、地域の非農家を中心に約１００人からなる「営

担い手 … 集落営農タイプ 地域資源管理 … 地域管理タイプ

▲生産から加工、販売まで一貫
して手掛けることで、作物の付
加価値向上につなげる

▲営農サポーターには地元小学
生や老人クラブ会員も登録。地
域全体で農業を支える

広報おばま　令和元 . 5 ❹

集落営農のさらに一歩先へ
　宮川地区では、平成11年から将
来にわたる地域農業の継続を見据え
た集落営農に取り組んでおり、現在
の若狭の恵にもその長年のノウハウ
が継承されています。
　今後も遊休農地の増加が予想さ

若狭の恵
前
ま え の

野恭
や す の り

慶代表取締役
（57 歳・加茂）

10 年先の地域農業を考える
　今は個人による営農で耕作や地
域資源の管理が出来ていますが、
地域の農業者の多くは高齢で、「10
年後、20 年後に地域の農業が継続
できるだろうか」といった不安の
声も聞こえてきます。

認定農業者
岡
お か だ

田昌
ま さ き

樹さん
（67 歳・野代）

case2. 田烏地域

　主に個人で耕作していますが、耕作できなくなった農

地は地元住民でつくる任意組織「たがらす我
わ が そ で

袖倶
く ら ぶ

楽部」

が作業を受託し、農地を守っています。

　農地の草刈りなどは個人で行っていますが、一部

の長大な法面など共有性の高い部分については、地

元団体の「田烏西部農地保全組合」が保全管理を行っ

担い手 … 複合タイプ 地域資源管理 … 複合タイプ

▲風光明媚な景色を生かして、
キャンドルイベントなど観光資
源としても活用している

▲環境保全のため、組合員ら
が法面に防草シートを張る様
子

市外の担い手を呼び込む仕組みが必要
　棚田はその景観から観光地としても

好評ですが、地域では営農をやめる人

が年々増加しており、景観の保持を含

めた地域資源管理や、担い手の確保が

今後の課題となっています。

　これらの課題の解決のためには、地

たがらす我袖倶楽部
山
やました

下善
よしつぐ

嗣さん
（63 歳・田烏）

野代  農地・水・環境保全隊
仲
な か い

井宗
む ね お

男代表
（68 歳・野代）

　野代では、こうした声を受けて、
地域全体の将来を見据えた話し合
いを進めるため、農家組合内に新
たな組織をつくり、今後の方針な
どについて検討を始めたところで
す。

宮川グリーンネットワーク
竹
た け な か

中忠
た だ し

副代表理事
（61 歳・加茂）

れる中、その活用が課題となります
が、果樹園への転換や観光農園の経
営、農業体験の受け入れなど、集落
営農からさらに一歩踏み込んださま
ざまな事業に取り組むことで解決し
ていきたいと考えています。

元の担い手の育成だけではなく、市外

から担い手を呼び込む仕組みの必要性

を感じています。例えば、民宿と協力

して、都市部の人が農繁期に民宿に泊

まり営農を行うなどといった、受け入

れ体制の構築も進めていきたいです。

「（株）若
わ か さ

狭の恵
めぐみ

」を設

立しました。

　農地中間管理事業を

活用し、個人農家との

農地の利用調整や農作

業受託などを行ってい

ます。

農サポーター」を構成

し、 若狭の恵からの依

頼に応じて、農地周り

の草刈りを行うなど、

地域全体で若狭の恵

の営農作業をサポー

トしています。

　同団体は、海に面し

た風光明
め い び

媚な「棚田」の

維持管理を行っている

ほか、耕作以外にイベン

トなども企画し、内外に

魅力をＰＲしています。

ています。

　また、用水の取水源

である貯水タン ク に

つ い て、 地域ぐるみ

で 管 理 を 行 っ て い ま

す。

　「集落の農地は集落

の農家で守る」という

意識が高く、将来的に

は同一作物を栽培する

農地の集約（団地化）

などに取り組む予定で

す。

　幹線道路沿いの農地

や幹線水路については、

地域ぐるみで草刈りや

泥上げなどのほか、住

民参加による景観植物

の植栽などを行ってい

ます。

担い手の状況
①個人（個別の法人）が営農する「個人タイプ」
②集落や地域が共同で行う「集落営農タイプ」
③基本的には個人で行うが、一部の農作業などを
　共同で行う「複合タイプ」

地域資源管理の状況
①個人（個別の法人）が管理する「個人タイプ」
②集落や地域が共同で行う「地域管理タイプ」
③基本的には個人で行うが、個人では難しい一部
　の管理を共同で行う「複合タイプ」

● ここからは、市内各地で行われている農業の事例と、それぞれの状況を紹介します。



　市内をはじめ、全国で外来動物による人間生活へ
の被害が報告されています。
　アライグマ、ハクビシンなどが家屋へ侵入した、屋
根裏にすみ着くなどの被害のほか、少数ながらヌート
リアによる稲の食害といった被害も報告されています。
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　南川沿いにもオオキンケイギクなどの外
来生物が広く生息しており、生態系への悪
影響が心配されています。
　今富小学校では、昨年４年生が南川の環
境について学習するなかで、南川沿いに生
息するオオキンケイギクやセイタカアワダ
チソウの駆除を行いました。

身近な　　　　　　に ご注意ください！！外来生物 ■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

【アライグマ】
北米原産、体長は４２～６０㌢。
1977 年のペットブームのころに輸入され野生化。
雑食性で、在来生物も食べるため、農作物や養殖魚に被害が出ている。
また、排泄物による汚れや異臭といった家屋への被害や、アライグ
マ回虫や狂犬病の媒介などの危険がある。

【ハクビシン】
東南アジアなど原産、体長は４０～７０㌢。
古くから日本に生息しているが、もとは毛皮用に輸入された外来生
物と思われる。
果実を中心とした農作物への被害や、家屋への被害、ダニの発生など、
人への健康被害をもたらすことがある。

【ヌートリア】
南米原産、体長は５０～７０㌢。
戦前から戦後にかけて、毛皮の採取を目的に輸入された。
農作物への被害、堤防の強度低下など治水上の問題のほか、水生植物
への食害によって生態系全体に被害をおよぼすことも懸念されている。

　「外来生物」とは、もともとその地域にいなかっ
たのに、人によって持ち込まれた動物や植物を指し
ます。反対に、以前からその地域に生息する動植物
のことを「在来生物」といいます。
　国では、在来生物に悪影響を与えるおそれのある
外来生物４００種余りを「生態系被害防止外来種リ
スト」にまとめ、公表しています。その中でも、特
に外来生物法で指定する、飼育や輸入などが規制さ
れているものを「特定外来生物」といいます。

　また、市内のヌートリアによる被害は、これまで
主に加斗地区から報告が寄せられていましたが、近
年は市中心部へも拡大しているようです。
　動物による被害に関する相談は、農林水産課☎
64・6024 にご相談ください。

　外来種の被害を予防するための３原則は、①入れ
ない、②捨てない、③拡げない（増やさない）です。
　外来種は私たちの日常生活や社会と密接に関わ
りのある問題ですので、一人ひとりが外来種につい
て理解を深め、３原則を守って適切に対応すること
が大切です。
　また、外来生物に限らず、生き物を飼育する場合
は、責任を持って飼育し、安易に放し飼いをしたり
捨てたりしないでください。

特
定
外
来
生
物

重
点
対
策
外
来
種
※

　オオキンケイギクは土手や河川、空き地などの開けた場所でよく見られます。
　日本全国に広く分布しており、非常に強い繁殖力を持つため、地域に本来あった草
花が取って代わられるなど、景色や生態系が一変する恐れがあります。

黄色い花に要注意！

　オオキンケイギクの駆除に協力をお願いします

〜環境学習で外来生物の駆除を体験〜地域の自然はみんなで守ろう！

【写真】今富小学生による外来生物駆除の様子（平成 30 年 6 月・南川河川敷）

「よく見る」けれど・・・ 危険なやつら！

オオキンケイギクの特徴

橙
とうこうしょく

黄色
5〜 7月ごろ咲く
直径 5〜 7㌢

花

高さ 30〜 70㌢
多年生
毒性なし

全体

葉は下のほうにつ
いている。両面に
荒い毛がある

葉

　オオキンケイギクが生えているのを見つ
けたら、根から引き抜いて乾かした後、種
が飛ばないようにしながら、燃やすごみに
出してください。
　クリーンアップ大作戦や地域ボランティ
ア清掃などでの駆除の相談は、環境衛生課
まで問い合わせてください。

　１０～１１月には、土手や空き地、あぜ
道などで「セイタカアワダチソウ」が目立
ち始めます。
　オオキンケイギク同様に、他の植物を駆
逐したり、成長を抑制してしまう外来生物
です。
　駆除するには、５
月～１０月ごろに複
数回、根から除草す
ることが有効です。

特定外来生物

※「生態系被害防止外来種リスト」における分類のひとつ。甚大な被害が予想され、対策の必要性が高い

 市内でもこんな被害が！

「外来生物」とは？ どうやって防ぐ？

駆除するには

他にも・・・
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産業部
 【都市整備課】
近年、各種施設の老朽化が進み、修繕の大幅増加や改修など
が見込まれることから、「建築景観グループ」を「営繕グループ」
に改め、建築士を増員しました。

 【農林水産課】
食と農林水産業による地域内経済循環体制の整備などを推進す
るため、課内に特命部署「食・地域創生戦略室」を設置しました。
また、部署新設にともなって職員が増員されたことを受け、
課内の調整・連携強化のため、技幹（課長級）１人を配置し
ました。

産業部

商工観光課

農林水産課

都市整備課

上下水道課

報
統
計
Ｇ
Ｌ(

兼
男
女
共
同
参
画
推
進
Ｇ

Ｌ
）
＝
河
島
三
喜
子　

●
市
民
協
働
Ｇ
Ｌ

＝
藤
本
雅
樹

【
財
政
課
】

●
次
長
＝
松
見
一
彦　

●
財
政
・
行
政
改

革
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
石
田
一
郎　

●
管
財
Ｇ
Ｌ

＝
速
水
誠
智

【
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
】

●
課
長
＝
中
田
典
子　

●
食
文
化
館
管
理

運
営
Ｇ
Ｌ
＝
大
山
孝
幸　

●
食
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
奥
城
直
喜

◆ 

民
　
生
　
部 

◆

●
部
長
＝
岡
正
人

【
子
ど
も
未
来
課
】

●
次
長
＝
四
方
宏
和　

●
児
童
保
育
Ｇ
Ｌ

＝
出
口
伊
男　

●
少
子
化
対
策
・
母
子
福

祉
Ｇ
Ｌ
＝
水
野
伸
治　

●
保
健
・
食
の
安

全
Ｇ
Ｌ
＝
大
西
博
美　

●
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
園
長
＝
吉
田
め
ぐ
み　

●
浜
っ
子

こ
ど
も
園
長
＝
西
川
圭
子　

●
内
外
海
保

育
園
長
＝
畠
中
洋
子　

●
国
富
保
育
園
長

＝
山
田
陽
子　

●
宮
川
保
育
園
長
＝
小
林

美
希　

●
松
永
保
育
園
長
＝
池
田
裕
子　

●
遠
敷
保
育
園
長
＝
車
田
民
江　

●
口
名

田
保
育
園
長
＝
野
村
恵　

●
中
名
田
保
育

園
長
＝
大
橋
敏
美　

●
加
斗
保
育
園
長
＝

清
水
美
和

【
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
】

●
次
長
＝
和
久
田
和
典　

●
介
護
保
険
Ｇ

Ｌ
＝
的
場
英
美　

●
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
・

施
設
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
芝
和
繁　

●
障
が
い
者

支
援
Ｇ
Ｌ
＝
長
谷
川
幸
司　

 

●
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
＝
緩
詰
真
由
美

【
環
境
衛
生
課
】

●
次
長
＝
前
野
浩
良　

●
衛
生
・
広
域
化

推
進
Ｇ
Ｌ
＝
重
田
敬
之　

●
環
境
・
水
保

全
Ｇ
Ｌ
＝
出
口
雅
浩　

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
次
長
＝
上
窪
弘
之

【
市
民
福
祉
課
】

●
課
長
＝
上
野
正
博　

●
市
民
窓
口
Ｇ
Ｌ

＝
松
﨑
英
子　

●
保
険
・
年
金
Ｇ
Ｌ
＝
高

鳥
伸
也　

●
生
活
支
援
Ｇ
Ｌ
＝
芝
田
栄
子

◆ 

産
　
業
　
部 

◆

●
部
長
＝
岩
滝
満
彦

【
商
工
観
光
課
】

●
次
長
＝
田
中
正
俊　

●
企
業
誘
致
・
雇

用
推
進
Ｇ
Ｌ
（
兼
商
工
振
興
Ｇ
Ｌ
）
＝
日

比
野
伸
彦　

●
観
光
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
森
下
雅

至　

●
都
市
間
交
流
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｇ

Ｌ
＝
髙
鳥
清
美

【
農
林
水
産
課
】

●
次
長
＝
阪
本
亮　

 

●
技
幹
（
１
次
産
業

振
興
担
当
）、
計
画
・
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
河
原
弘

和　

●
食
・
地
域
創
生
戦
略
室
長
＝
畑
中

直
樹　

●
農
業
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
小
笠
原
章
夫

●
農
地
集
積
・
担
い
手
育
成
Ｇ
Ｌ
＝
的
場

貴
志　

●
林
業
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
大
谷
太
一
郎

●
鳥
獣
害
対
策
Ｇ
Ｌ
＝
和
久
田
恒
義　

●

水
産
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
領
家
光
章

【
都
市
整
備
課
】

●
次
長
＝
石
田
勝
一　

●
技
幹
（
都
市
計

画
・
整
備
担
当
）、
計
画
・
幹
線
道
路
Ｇ
Ｌ

＝
田
井
隆
行　

●
道
路
河
川
管
理
Ｇ
Ｌ
＝

北
村
宗
之　

●
整
備
Ｇ
Ｌ
＝
茶
谷
益
行　

●
営
繕
Ｇ
Ｌ
＝
中
山
治
和　

●
空
き
家
対

策
Ｇ
Ｌ
＝
野
瀬
昌
寿　

●
住
宅
管
理
Ｇ
Ｌ

＝
橋
本
敏
博

【
上
下
水
道
課
】

●
次
長
＝
青
木
英
希　

●
上
水
普
及
経
営

Ｇ
Ｌ
＝
田
中
博
恵　

●
下
水
普
及
経
営
Ｇ

Ｌ
＝
小
畑
成
人　

●
上
水
建
設
管
理
Ｇ
Ｌ

＝
山
本
広
和　

●
下
水
建
設
管
理
Ｇ
Ｌ
＝

秦
裕
二　

●
小
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
＝

大
西
博
司

◆ 

会 

計 

課 

◆

●
会
計
管
理
者
（
次
長
）
＝
山
本
佳
代
子

●
Ｇ
Ｌ
＝
竹
原
恵
子

◆ 

教 

育 

委 

員 

会 

事 

務 

局 

◆

●
部
長
＝
西
田
雅
志

【
教
育
総
務
課
】

●
次
長
＝
谷
義
幸　

●
教
育
総
務
Ｇ
Ｌ
＝

福
田
雅
一　

●
学
校
教
育
Ｇ
Ｌ
＝
田
中
悟

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
】

●
課
長
＝
澤
谷
欣
弘　

●
生
涯
学
習
Ｇ
Ｌ

＝
齋
藤
寛
之　

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ
Ｌ
＝

髙
鳥
耕
一　

●
図
書
館
長
補
佐
＝
小
笠
原

房
子　

●
若
狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル
次

長
＝
藤
本
倫
子

【
文
化
課
】

●
課
長
＝
松
宮
眞
由
美　

●
文
化
会
館
長
、

文
化
文
芸
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
渡
邉
英
明　

●
日

本
遺
産
活
用
Ｇ
Ｌ
（
兼
文
化
遺
産
活
用
Ｇ

Ｌ
）
＝
下
仲
隆
浩

◆ 

議 

会 

事 

務 

局 

◆

●
局
長（
部
長
）＝
齊
藤
睦
美　

●
次
長（
課

長
補
佐
）
＝
領
家
直
美

◆ 

監 

査 

委 

員  

事 

務 

局 

◆

●
局
長（
部
長
）＝
松
川
雅
弘　

●
次
長（
課

長
補
佐
）
＝
吉
田
美
代
子

【
市
の
組
織
変
更
の
方
針
】

　

北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
開
業
と
敦
賀

ま
で
の
延
伸
を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
や
、「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
新
た

な
展
開
に
よ
る
誘
客
促
進
や
雇
用
拡
大
、

人
口
増
に
向
け
て
、
関
係
機
関
や
庁
内
部

局
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
室
の
格
上

げ
や
、
特
命
部
署
の
設
置
を
行
い
ま
し
た

（
詳
細
は
下
記
参
照
）。

　

今
後
と
も
、『
小
浜
を
研
く
』
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、「
市
民
が
夢
と
希
望
を
も
っ

て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
」に
向
け
て
、

各
施
策
の
積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

■
女
性
職
員
の
登
用

新
た
に
主
幹
級
２
人
を
登
用
し
ま
し
た
。

全
体
の
課
長
補
佐
職
以
上
の
女
性
職
員
は

３
２
人
（
１
１
５
人
中
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
国
、
県
な
ど
と
の
人
事
交
流

新
た
に
福
井
県
に
２
人
、
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
１
人
、嶺
南
広

域
行
政
組
合
に
１
人
、岩
手
県
釜
石

市
に
１
人
、職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

◆ 

総  

務  

部 

◆

●
部
長
＝
伊
須
田
尚

【
秘
書
課
】

●
課
長
＝
山
口
久
範　

●
課
長
補
佐
＝
竹
浦

大
輔

【
総
務
課
】

●
次
長
＝
檀
野
清
隆　

●
行
政
Ｇ
Ｌ
（
兼
法

務
Ｇ
Ｌ
、
拉
致
被
害
者
・
家
族
支
援
Ｇ
Ｌ
）

＝
内
田
靖
彦　

●
人
事
・
教
育
Ｇ
Ｌ
＝
畑
田

康
広　

●
契
約
検
査
Ｇ
Ｌ
＝
兼
田
清
史

【
税
務
課
】

●
課
長
＝
今
村
昭
広　

●
徴
税
Ｇ
Ｌ
＝
河
野

泰
和　

●
庶
務
Ｇ
Ｌ
＝
大
山
祐
子　

●
課
税

Ｇ
Ｌ
＝
大
谷
拓
也

【
生
活
安
全
課
】

●
課
長
＝
吉
岡
和
広　

●
防
災
Ｇ
Ｌ
＝
小
松

隆
次
郎　

●
交
通
・
防
犯
Ｇ
Ｌ
＝
出
口
寿
樹

●
消
費
生
活
相
談
室
次
長
＝
重
田
典
子

◆ 

企  

画  

部 

◆

●
部
長
＝
前
川
昭
彦　

●
次
長
＝
東
野
克
拓

【
人
口
増
未
来
創
造
課
】

●
次
長
＝
清
水
淳
彦　

●
人
口
増
創
造
Ｇ
Ｌ

＝
佐
藤
善
一　

●
企
画
調
整
Ｇ
Ｌ
＝
畑
田
恭

央【
北
陸
新
幹
線
・
総
合
交
通
推
進
課
】

●
課
長
＝
角
野
覚　

●
課
長
補
佐
＝
松
岡
靖

洋【
市
民
協
働
課
】

●
次
長
＝
佐
々
木
宏
明　

●
広
報
広
聴
・
情

※
係
を
統
括
す
る
課
長
補
佐
以
上
を
記
載
。
各
課
次
長

　
（
特
記
無
し
）
は
課
長
事
務
取
扱
。
技
幹
、
館
長
は
課

　

長
級
。
Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
略

　
組
　
織
　
人
　
事

小浜市機構図
（平成31年4月1日現在）

【主な変更点など】

秘書課

総務課

税務課

生活安全課

総務部

会計課

議会事務局

監査委員事務局

民生部

子ども未来課

高齢・障がい
者元気支援課

環境衛生課

市民福祉課

企画部

人口増未来創造課

北 陸 新 幹 線・
総合交通推進課

市民協働課

財政課

食のまちづくり課

教育委員会事務局

教育総務課

生涯学習スポーツ課

文化課

平
成
31
年
度  

市
の
組
織

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２

企画部
 【北陸新幹線・総合交通推進課】
北陸新幹線早期全線開業に向けた活動、小浜開業を見据えた「新
まちづくり基本構想」の策定などを推進するため、北陸新幹線・
総合交通推進室から格上げしました。

民生部
 【高齢・障がい者元気支援課】
乳幼児期から高齢期まで一貫した子育て支援や健康づくり、
介護予防事業などの充実を図るとともに、「健康管理センター」
のリニューアルを進めるため、「長寿のまちづくりグループ」
を「長寿のまちづくり・施設整備グループ」に改め、関係部
署の職員を兼務としました。
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「福井しあわせ元気」国体・障スポなどで活躍し
た 13 個人、2 団体を表彰（文化会館・3 月 20 日）

国宝の明通寺・本堂で初めてとなる結婚式を米
国在住のカップルが執り行う（門前・3 月 22 日）

小浜の魚をテーマにした企画展示「小浜のいろん
な魚たち」を 9 月末まで開催（食文化館・3 月 31 日）

医療法人「三愛会」が福井市のクリニックと在宅医療
推進にかかる連携協定を結ぶ（遠敷七丁目・3 月 31 日）

市民活動団体「しろゆりかざり隊」が山
やまかわ

川登
と み

美子
こ

の短歌
をイメージした絵はがきを製作（千種一丁目・3 月 21 日） 新メンバーを含む「小浜市食生活改善推進員」の 160

人に委嘱状を交付（健康管理センター・3 月 31 日）

釈迦の生誕を祝う「花まつり」で甘茶供養や寺
巡りスタンプラリーを実施（長源寺・4 月 7 日）

優秀な成績収めた選手・団体たたえる

文化財活用による地域活性化のモデルに

小浜の海に生息する魚や魚料理を紹介

在宅医療ニーズの高まりに応える

高校生らが絵はがきをデザイン 男性推進員の初加入で活動の広がりに期待

豪商の繁栄示す北前船遺産

釈迦像に甘茶をかけてお祝い

Photo フォトニュース

News日本遺産「北前船寄港地・船主集落」の主要な構成文
化財「旧古河屋別邸」を特別公開（北塩屋・3 月 16 日）

「一日限りの駄菓子屋さん」で昔ながらの駄菓子
や射的などの遊びを楽しむ（清右ヱ門・3 月 24 日）

「昔懐かし」の駄菓子や遊びが集結

小浜美郷小学校で開校式が開かれ新２年生から新
６年生の児童 260 人らが出席（金屋・4 月 3 日）

投資型クラウドファンディングを活用

みんなで日本一の学校に

「重伝建地区改修物件見学ツアー」で参加者が小
浜西組で改修された物件を巡る（鹿島・3 月 31 日）

改修物件巡り町並み楽しむ

小浜酒造が新商品開発プロジェクトの開始を発表。
２日間で目標額400万円を集める（市庁舎・3月20日）
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 5月予定の主なものをお知らせします

お
知
ら
せ■まちの駅３周年記念  旭座ワッショイ！

（※は屋外広場）

　けんび亭
て い

  立
た ち か わ

川こはる独演会
　▶とき　5 月 3 日㊎㊗ 14 時 30 分〜
　▶料金　前売 2,000 円、当日 2,500 円

　夢を乗せてＧＯ！※
　若狭東高校による乗用ミニ北陸新幹線
　▶とき　5 月 4 日㊏㊗ 10 時〜 16 時

　若狭の似顔絵職人 M
マ リ コ

ARIKO ※
　カラフルでかわいい似顔絵が 10 〜 15 分で完成！
　▶とき　5 月 4 日㊏㊗ 10 時〜 16 時
　▶料金　1,000 円／人

　それいけ！アンパンマンショー
　▶とき　5 月 4 日㊏㊗
　　　　　① 11 時〜② 13 時 30 分〜

　大道芸パフォーマンス※
　▶とき　5 月 4 日㊏㊗
　　　　　① 14 時 30 分〜② 17 時〜

　山
や ま も と

本さと子歌謡ステージ
　▶とき　5 月 4 日㊏㊗ 16 時〜

　N
ネ イ バ ー ズ

EIGHBORS  C
コ ン プ レ イ ン

OMPLAIN ライブ
　▶とき　5 月 5 日㊐㊗ 15 時〜
　▶料金　前売 2,500 円、当日 3,000 円

　縁日広場（5 月 4 日・5 日）※

　問まちの駅☎ 52・2000

■旨いもんすごろく in 小浜
　▶とき　5 月 19 日㊐ 9 時 30 分〜受付
　▶定員　先着 300 人（4 歳以上）
　▶料金　中学生以上 300 人、小学生以下 100 円
　問小浜商工会議所☎ 52・1040

■イタチたちの落語会 
　▶とき　5 月 25 日㊏ 13 時 30 分〜
　▶出演　若

じゃくはいてい

杯亭青
あ お ば

葉ほか
　▶料金　500 円
　問メガネの正視堂☎ 53・0878

■笑福亭生寿小浜旭座落語会
　▶とき　5 月 26 日㊐ 14 時〜
　▶出演　笑

しょうふくてい

福亭生
せ い じ ゅ

寿、桂
かつら

治
じ も ん

門
　▶料金　前売 1,500 円、当日 2,000 円
　問生寿事務局☎ 06・7896・8254

イ
ベ
ン
ト

くらしの情報

　

公
立
小
浜
病
院
で
は
、
近
年
関
心
が
高

ま
る
健
康
茶
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
、「
解

体
新
茶
」
な
ど
各
種
健
康
茶
の
試
飲
、
薬

草
を
使
っ
た
食
品
の
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
25
日
㊏
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

公
立
小
浜
病
院
９
階
大
会
議

　

室
（
大
手
町
）

▼
演
題　

健
康
茶
の
す
す
め

▼
講
師　

渡わ
た
な
べ辺
斉ひ

と
し

さ
ん
（
日
本
植
物
園
協

　

会
名
誉
会
員
）

　

５
月
の
大
型
連
休
に
伴
い
、
上
下
水
道

料
金
の
再
振
替
日
が
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
５
月
の
再
振
替
日　

15
日
㊌

※
６
月
以
降
は
通
常
ど
お
り
毎
月
10
日
が

　

再
振
替
日
で
す
（
再
振
替
日
が
祝
休
日

　

の
場
合
は
翌
営
業
日
）

上
下
水
道
料
金
の
再
振
替
日
変
更

（
５
月
の
み
）上

下
水
道
課
☎
64
・
６
０
２
８

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
介
し
て
売
買

さ
れ
る
情
報
を
情
報
商
材
と
い
い
ま
す
。

　
「
誰
で
も
簡
単
に
稼
げ
る
」
と
い
う
広
告
を

見
つ
け
、
30
万
円
で
情
報
商
材
を
購
入
し
た

が
、
説
明
と
違
っ
て
収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い

う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な

い
よ
う
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
簡
単
に
高
額
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う

　

副
業
や
投
資
の
も
う
け
話
に
注
意
す
る

○
も
う
か
る
こ
と
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
内

　

容
が
確
か
め
ら
れ
な
い
も
の
は
、
安
易

　

に
信
用
し
な
い

○
高
額
な
契
約
を
勧
誘
さ
れ
る
な
ど
話
が

　

違
う
と
思
っ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る

○
不
安
に
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
す
る

▼
相
談
窓
口　

消
費
生
活
相
談
室
☎
53
・

　

１
１
４
０
（
相
談
専
用
電
話
）

情
報
商
材
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

生
活
安
全
課

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２

　

し
尿
を
処
理
し
た
後
に
で
き
る
「
乾
燥

肥
料
」
を
無
料
配
布
し
ま
す
。
１
人
30
袋

ま
で
で
、な
く
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

▼
と
き　

5
月
12
日
㊐
8
時
30
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
開
封
後
は
早
め
に
散
布
し
、
必
ず
覆ふ

く
ど土

　

し
て
く
だ
さ
い
。
野
外
保
管
の
際
は
必

　

ず
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い

　

市
内
全
域
で
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く

い
大
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、

不
法
投
棄
の
ご
み
、草
刈
り
で
刈
っ
た
草

木
、側
溝
汚
泥
（
ヘ
ド
ロ
の
み
）
な
ど
を

受
け
入
れ
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
２
日
㊐
８
時
30
分
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

燃
や
す
ご
み
＝
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
（
谷
田
部
）、
不
燃
ご
み
＝
リ

　

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
深
谷
）

※
雨
天
の
場
合
も
受
け
入
れ
は
実
施

※
家
庭
や
事
業
所
か
ら
の
ご
み
は
受
け
入

　

れ
で
き
ま
せ
ん

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
大
作
戦

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

第
６
回 

薬
草
に
親
し
む
会

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
☎
52
・
０
９
９
０

工
業
統
計
調
査
を
実
施

経
済
セ
ン
サ
ス ｰ 

基
礎
調
査

行
政
相
談
委
員
の
再
委
嘱

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

　

本
調
査
は
、
国
の
工
業
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に

基
づ
く
重
要
な
統
計
で
す
。調
査
結
果
は

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。統
計
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
対
象　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製

　

造
事
業
所

　

本
調
査
は
、
事
業
所
・
企
業
の
基
本
的

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種

統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
６
月
か
ら
11
月
に
実
施
し

ま
す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象　

全
て
の
事
業
所
（
新
規
事
業
所

　

に
は
調
査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
）

　

総
務
大
臣
か
ら
４
月
１
日
付
け
で
次
の

人
が
市
の
行
政
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
（
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
）。

■
中な

か
の野
純じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
（
62
歳
・
深
野
）

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）
　☎ 52・1042

しりつとしょかん おはなしかい

とき　5 月 11 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　② 3 歳以上向け

【こどもの読書週間企画】
おはなし会と

ポンポンマスコット作り

とき　5 月 12 日㊐10 時 30 分〜
対象　幼児〜小学校低学年
　　　※幼児は保護者同伴
内容　毛糸 1 玉を使って２種
　　　類のマスコット作り
定員　30 人（前日までに要申込）
料金　無料※毛糸 1 玉を持参

【新元号 令
れ い わ

和 スタート記念企画】
心機一転！読書も 0 冊スタート !!
オリジナル“図書通帳”プレゼント

とき　5 月 2 日㊍㊡〜
10 冊以上本を借りた人に、
読んだ本を記録できるオリ
ジナル“図書通帳”を一人一
冊プレゼントします。

※児童用・一般用それぞれ 80
　冊限定（無くなりしだい終了）

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

とき　5 月 25 日㊏ 11 時〜

■市立図書館　今月のイベント

▼
と
き　

５
月
25
日
㊏
①
10
時
〜
②
14
時

　

〜
、
26
日
㊐
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
庁
舎
前
（
大
手
町
）

▼
定
員　

各
先
着
10
人（
初
参
加
の
人
優
先
）

▼
料
金　

無
料

▼
準
備
物　

軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
汚
れ
て

　

も
よ
い
服
装

※
参
加
者
に
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
セ
ッ

　

ト
（
苗
３
本
、
プ
ラ
ン
タ
ー
・
土
・
肥

　

料
を
各
１
個
分
）
を
無
料
提
供
し
ま
す

※
初
心
者
向
け
の
講
習

※
申
し
込
み
は
環
境
衛
生
課
ま
で

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
習
会

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

ス
ポ
ー
ツ

温
水
プ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

温
水
プ
ー
ル
☎
53
・
０
４
５
０

　

若
狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル
で
は
、
水
泳

や
水
中
歩
行
で
進
ん
だ
距
離
を
記
録
し
て
、

目
標
に
設
定
し
た
距
離
を
目
指
す
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」を
年
間
を
通
し
て
募
集
し
ま
す
。

　

小
浜
山
の
会
で
は
、
登
山
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
26
日
㊐
７
時
30
分
に
嶺
南

　

振
興
局
若
狭
合
同
庁
舎（
遠
敷
一
丁
目
）

　

駐
車
場
に
集
合

▼
と
こ
ろ　

百ひ
ゃ
く
り
が
だ
け

里
ヶ
岳（
上
根
来
・
９
３
１
㍍
）

▼
対
象　

小
学
５
年
生
以
上

▼
定
員　

先
着
40
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
申
し
込
み　

５
月
22
日
㊌
ま
で
に
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
・
７
８
３
７
ま
で

春
の
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か

小
浜
山
の
会
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

ふるさと納税協力事業者向けの
補助金を創設

ふるさと納税協力事業者を募集

※「協力事業者向けの補助金」「協力事業者募集」に関する問い合わせは、人口増未来創造課☎ 64・6008

　市では、ふるさと納税の返礼品に登録する新商品
の開発や登録されている返礼品の改良に必要な経費
の一部を補助します。また、下記のとおり補助金に
関する説明会を開催します。

　本市のふるさと納税の返礼品を提供していた
だいている協力事業者は 50 社を超え、平成 30
年度の受入額は 3 億 5 千万円と昨年度を上回り
ました。
　市では、さらなる受入額の増加を目指し、下
記のとおり事業者向けの説明会を開催します。
※主に楽天ふるさと納税サイトに関する説明■補助対象経費　機械購入、パッケージの作成など

■補助率　　　　3 分の 1
■限度額　　　　1 社あたり 50 万円

※本事業を活用して生産される製品は必ず返礼品に
　登録していただきます

【補助金に関する説明会】
▶と　き　 5 月 24 日㊎
　　　　　10 時 30 分〜 11 時（1 回目）
　　　　　14 時 30 分〜 15 時（2 回目）
▶ところ　市庁舎 4 階大会議室（大手町）

【事業者向け説明会】
▶と　き　 5 月 24 日㊎
　　　　　10 時〜 10 時 30 分（1 回目）
　　　　　14 時〜 14 時 30 分（2 回目）
▶ところ　市庁舎 4 階大会議室（大手町）

▶参加条件　市内に本社または事業所を有する
　　　　　　ことなど
▶返礼品の　市内で生産された物品または提供
　条件　　　されるサービスであること

歯
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

若
狭
地
区
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
８
日
㊏
13
時
30
分
〜
16
時

　

30
分
（
受
付
は
16
時
20
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

歯
の
検
診
・
相
談
、フ
ッ
素
塗
布
、

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
咬こ

う
ご
う
り
ょ
く

合
力
測
定
な
ど

　

※
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
は
年
長
児
か
ら

　
　

小
学
６
年
生
ま
で

※
申
し
込
み
不
要
。
参
加
費
無
料

▼
と
き　

５
月
15
日
〜
令
和
2
年
３
月
31
日

▼
対
象　

①
国
で
定
め
る
指
定
年
齢
の
人
、

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

　

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

　

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
重
い
病

　

気
の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
内

　

部
障
害
１
級
程
度
）

　

※
①
は
５
月
中
旬
に
通
知
、
②
は
本
人

　
　

の
申
し
込
み
が
必
要

▼
負
担
金　

３
３
０
０
円
（
生
活
保
護
受

　

給
者
は
無
料
）

　

※
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
、

　
　

別
途
費
用
が
か
か
る
場
合
有

※
医
療
機
関
へ
の
事
前
予
約
が
必
要
で
、

　

過
去
に
接
種
し
た
人
は
対
象
外

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

定
期
予
防
接
種

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
健
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き　

５
月
７
日
㊋
か
ら

▼
内
容　

基
本
健
診
、が
ん
検
診（
肺
・
胃
・

　

大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
）

▼
受
診
方
法　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
が
発

　

行
す
る
受
診
券
を
持
っ
て
、
指
定
の
医

　

療
機
関
で
受
診

※
対
象
に
な
る
人
は
健
診
内
容
に
よ
っ
て

　

異
な
る
た
め
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
と
き　

５
月
20
日
㊊
、
29
日
㊌
、
６
月

　

７
日
㊎
、
11
日
㊋

　

※
５
月
は
40
〜
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

　
　

保
険
加
入
者
が
対
象

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

　

※
６
月
11
日
は
中
名
田
公
民
館（
下
田
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・

　

前
立
腺
）、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

検
査
、
骨
検
診

　

※
６
月
11
日
は
胃
・
子
宮
頸
・
乳
が
ん

　
　

検
診
な
し

▼
申
込
期
限　

健
診
日
の
10
日
前（
定
員
有
）

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者
が
発

　

行
し
た
受
診
券
が
必
要

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
個
別
健
診（
無
料
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

病児病後児保育所が
オープンします

　保護者の仕事などの都合で、「病気
（当面病状の急変は認められない）」や
「病気回復期のため集団保育ができな
い」子どもを保育する「病児病後児保
育所  バンビーナサポート」が新設さ
れます。
※利用するには 事前登録 と 医師の
　診断書が必要
▶ところ　小浜市多田 2-2-1
　　　　　（中山クリニック内）
　　　　　☎ 56・2631
▶対象　市内に居住するおおむね小学
　　　　3 年生以下の子ども
▶定員　病児・病後児　各 2 人
▶利用料　1,000 円／日
▶その他　5 月上旬開所予定

■問い合わせ　子ども未来課☎ 64・6013

小浜のまちに笑顔を広げる

民生委員・児童委員の日
活動強化週間

　5 月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です。小
浜市では民生委員協議会連合会所属の 100 人がそ
れぞれの地域で活動しており、活動強化週間には、
全国 23 万人の民生・児童委員が一斉にさまざま
な PR 活動を展開します。

■活動強化週間　5 月 12 日㊐〜 18 日㊏

【小浜市民生委員協議会連合会】

▶活動内容　定められた担当区域でサロンの運営
　　　　　　 や家庭訪問、 見守り、相談支援活動

▶人数　民生・児童委員 91 人、主任児童委員 9 人
※生活するうえで困ったことがあるときは、担当
　区域の民生委員・児童委員に気軽に相談してく
　ださい。守秘義務により、秘密は固く守ります

■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6011
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　小浜税務署では、事業者を対象とした消費税軽
減税率制度等説明会を開催します。
　多くの事業所に関係する制度ですので、ぜひ参
加してください。

※駐車場が限られているため、なるべく公共交通機
　関などを利用してください
※会場の収容人数の都合により、参加できない場
　合もあります

※両日とも上記の時間に２回ずつ開催
ところ　小浜税務署  会議室（一番町）
内　容　軽減税率制度の概要、制度対応に係る支援制度
　　　　（補助金等）など
定　員　50 人／回

① 10 時 30 分〜 11 時 30 分  ② 13 時 30 分〜 14 時 30 分

消費税軽減税率制度等説明会

利用助成制度を活用ください あいあいバスに新車両が登場
JR 小浜線、あいあいバスがお得に！ さばトラななちゃんが名所を行脚！

小浜税務署からのお知らせ 

■問い合わせ　小浜税務署  法人課税部門☎ 52・6509

■問い合わせ 四季菜館☎ 56・0070

■問い合わせ 商工観光課☎ 53・9705

■問い合わせ  北陸新幹線・総合交通推進課☎ 64・6067 ■問い合わせ  北陸新幹線・総合交通推進課☎ 64・6067

　「四季菜館」は、農産物の加工
や調理実習、会議・研修会など、
さまざまな用途で利用できる公
共施設です。道の駅「若狭おば
ま」（和久里）に隣接した立地
で、駐車場も完備しています。
皆さんぜひ利用してください。

　市では、市街地で飲食店・土産物店を始める人、
市内で新たに創業する人に対して、必要な経費の一
部を補助します。　市では、JR 小浜線およびあいあいバスを利用する人

に、利用助成を実施しています。ぜひ活用いただいて公
共交通機関を利用しましょう。

　市内を運行しているあいあいバスの 5 号車
（池河内線）が新車両になります。

▶特徴　①池河内沿線の名所やさばトラななちゃ
　　　　　んをラッピング
　　　　②低床ノンステップバスで、乗降時に
　　　　　床が下がるなど利用者に優しい

あいあいバスの日曜日の利用は、
電話予約が必要です！

▶予約受付　利用時刻の 1 時間前までに予約
　　　　　　が必要です
　※ただし、「午前 9 時までの便」または「5
　　人以上での利用」の場合は、前日 17 時
　　までに予約をしてください
▶予約受付電話番号
　泊線・田烏線　　三福タクシー☎ 52・1414
　小屋・池河内線　大和交通　　☎ 56・3333

※高校生の通学定期では、ひとり親家庭に該当する場合、
　助成額が異なります。助成を受けるためには、市税を
　滞納していないなど一定の条件があります。詳しくは、
　北陸新幹線・総合交通推進課まで問い合わせてください

①四季菜館窓口や電話で施設の
　空き状況を確認
②仮予約（6 カ月前から可能）
③事前に使用許可申請書を四季
　菜館に提出して、使用許可書
　と納付書を受け取る
④指定金融機関で納付書により
　使用料金を支払い
⑤使用当日は使用許可書と納付
　書を提示して利用

利用方法施設内容・利用料金

【調理実習室】
料理教室やお菓子づくりに最適
収容人数　36 人
設備　調理台 6 卓、レンジなど
料金　3 時間 500 円（1 卓）〜

【農産品加工室】
地元農産物の加工体験に活用
収容人数　10 人
設備　調理台 3 台、かまどなど
料金　3 時間 1,000 円〜

【会議室】
講師を招いた研修会や会議に
収容人数　70 人
設備　机、イス、マイクなど
料金　3 時間 1,000 円〜

※原則、営利・営業目的では利
　用できません

便利な施設「四季菜館」の利用を！

市街地で新しく店を始める人・起業する人を応援します！

住所　和久里 24-25-1
利用可能時間　9 時〜22 時
休館日　毎週水曜日（水曜日が
　　　　祝日の場合は開館し、
　　　　翌平日を休館）、第 3
　　　　日曜日、年末年始

わかさ国府の郷  四季菜館

JR小浜駅

国道27号

●小浜市役所

小浜警察署●

●
道
の
駅「
若
狭
お
ば
ま
」

国
道
１
６
２
号

小浜
IC

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

四季菜館

【創業者向け補助金】
▶対象者
①現在、事業を営んでおらず、本年度中に創業する人
②市内企業で平成 30 年 10 月から本年度中に、先代から
　事業継承を行い、かつ本年度中に新分野に進出する人
③事業を営んでいて、本年度中に新たに法人を設立する人
④市外で事業を営んでいて市内に移転する人

▶対象経費
　建物取得費、店舗改装料、店舗賃借料、設備費、
　販路開拓費、広告宣伝費

▶補助限度額

※いずれも補助率 2 分の 1

▶受付開始　4 月 25 日㊍　
※「飲食店・土産物店を出店する人向け」「創業者
　向け」補助金については、審査を経て採択を決定。
　申請書など詳しくは市公式ホームページを参照

【飲食店・土産物店を出店する人向け補助金】
▶対象者
① JR 小浜駅（駅前町）から海の駅エリアまでにある
　空き店舗等を活用して飲食店を開始する人
②まちの駅（白鬚）から三丁町までにある空き店舗
　等を活用して飲食店または土産物店を開始する人

▶対象経費
　店舗改装費（ただし店舗兼住宅の場合の住宅部分
　については対象外）

▶補助限度額
　飲食店：100 万円、土産物店：50 万円
　※実際に要した経費の 2 分の 1 を補助
※随時受付中。対象者など詳しくは問い合わせてください

【利用助成一覧】

右記以外 40 歳 未 満
または女性

U・I
ターン者

空き店舗を活
用し、3 人以
上の新規雇用

中心市街地 20 万円 30 万円 30 万円 40 万円

その他の地域 10 万円 20 万円 20 万円 30 万円

助成内容 対象者 助成額 限度額

JR 小浜線通学定期
（3 カ月、6 カ月）

市内に居住する高
校生などを養育す
る保護者

購入額の
15% なし

JR 小浜線回数乗車券 市内に居住する人 購入額の
10%

1,000 円

／組

JR 小浜線団体利用者
市内に居住または
通勤・通学・通院
する人

団体割り
引き後の

20%

片道
400 円

／人

JR 小浜線無料駐車場
の提供（小浜駅）

定期乗車券または
往復乗車券の購入
者（住所要件なし）

駅前市営
駐車場料
金の100%

往復乗車
券購入者
は16h/台

あいあいバス通学定期
（1 カ月、3 カ月、6 カ月）

市内に居住する高
校生などを養育す
る保護者

購入額の
50% なし

5.15
㊌

6.12
㊌
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※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

お外であそぼう※
とき：15 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
支援センターのまわりを
みんなでお散歩しましょ
う

親子運動遊び※
とき：17 日㊎
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

■各種相談・休館日など

広報おばま　令和元 . 5㉒

精神保健相談※
とき：7 日㊋、21 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、アルコール
問題、認知症に関する相
談に精神科医が応じます

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ
弁護士無料相談※ 7 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

法律相談（消費生活トラブル）※ 9 日㊍、23 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

出張年金相談※ 9 日㊍、23 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

高齢者専門相談（法律）※ 16 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

結婚相談 16 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分
文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 25 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分

行政相談 21 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

赤い羽根法律相談会※ 26 日㊐ 13 時〜16 時 サン・サンホーム小浜 わかさリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9 時〜 17 時）

人権相談
とき：21 日㊋　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

■体や心・生活の相談

こころの相談※
とき：毎週㊌ 10 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5800
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

エイズ・肝炎相談、検査
とき：20 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に関
する検査や相談（月〜金）
を受けることができます

ママヨガ※
とき：22 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
ヨガ講師による産後ヨガ
です。ママの体をととの
えましょう

子育てワイワイ広場
とき：13 日㊊・27 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：13 日㊊・27 日㊊
　　　10 時〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です

■法律や行政・その他の相談

心配ごと相談
とき：8 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

誕生会※
とき：29 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

■子育て情報 ■今月の休館日■今月の窓口 ■今月の休日当番医

市立図書館
1 日㊌㊗・3 日㊎㊗・4 日㊏㊗・
5日㊐㊗・7日㊋・14日㊋・19日㊐・
21 日㊋・22 日㊌・28 日㊋

市民サービスコーナー
1 日㊌㊗・3 日㊎㊗・4 日㊏㊗・
5 日㊐㊗・6 日㊊㊡・19 日㊐
※２日㊍㊡は臨時開設

温水プール
7 日㊋・13 日㊊・20 日㊊・27 日㊊
※ 1 日㊌㊗〜 6 日㊊㊡は 10 時〜 18 時開館

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

1 日㊌㊗
　

：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

2 日㊍㊡
　

：中山クリニック（多田）
　　☎ 56・5588

3 日㊎㊗
　　

：★吉井医院（塩竈）
　　☎ 52・0028

4 日㊏㊗
　

：★田中病院（遠敷十丁目）
　　☎ 56・5353

5 日㊐㊗
　　

：いちせクリニック（南川町）
　　☎ 53・2415

6 日㊊㊡
　　

：★にしお内科クリニック（南川町）
　　☎ 53・2407

若狭図書学習センター
7 日㊋・13 日㊊・20 日㊊・27 日㊊
※ 23 日㊍は 2F のみ休館

スクスク元気っ子教室
とき：21 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

カフェ・ぽ〜れ
とき：9 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：旧花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん
　　　☎ 090・5686・4147
認知症予防の活動や相談が
できます ※参加費 100 円

人の動き（４月 1 日現在） 

・人口 29,262 人
　（前月比 -76 人）
　（前年同月比 -270 人）
　男性 14,356 人
　女性 14,906 人
　世帯数 11,997 世帯
・異動   転入  209 人  転出  267 人
　　　  出生　14 人   死亡　32 人

1 階窓口延長
毎週金曜日（祝日を除
く）、市役所１階の各
課窓口では、執務時間
を 18 時 30 分 ま で 延
長しています。

おひさまカフェ
とき：21 日㊋　
　　　10 時〜12 時
ところ：清右ヱ門（遠敷）
　　　問 F

エフ

フォーラム武
む と う

藤さん
　　　☎ 090・2039・9705
認知症予防に関わる人たちの
憩いの場です ※参加費 100 円

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

※ 5 日・6 日・26 日の当番医が、４
　月号掲載時から変更されています
　ので、ご注意ください

ＢＳ４Ｋ放送対応ＳＴＢを
４Ｋ対応テレビには

おすすめします！

BS4K 放送が見れて! 録れて!
取付料金 25,000 円（税別）！

BS4K 放送対応 STB （2TB HDD 内蔵）

詳しくはチャンネル Oまでお問い合わせください。
　　　　☎ ( ０７７０) ５２−７２００

編
集
後
記

●今月号では平成元年を広報おば
まの写真や記事で振り返る記事を
掲載（P20 参照）▶紙面を通してそ
の時代 を 知 り、懐 か し む き っ か
けにしてもらいたいですね（竹）

●いよいよ G
ゴールデンウィーク

W 目前、毎年この
時期を過ぎると急激に暑くなる気
がします▶しかも今年は 10 連休
で行事も目白押し。気温に関わら
ず「熱い」日々になりそうです（池）

12 日㊐　
　　

：★本馬医院（水取一丁目）
　　☎ 52・2233

19 日㊐　
　　

：★小津外科医院（日吉）
　　☎ 52・0072

26 日㊐　
　　

：★しんたにクリニック（駅前町）
　　☎ 64・5321



公式Facebookで
地域の情報を発信中

市内のイベント情報は
観光協会公式サイトから

写真連載Life
輝く子どもたち

桜まつり（小浜公園・4月 7日）

満開の桜の下には、いろんな「わ」がある。

花見客が “輪
わ

” になってごちそうを囲む姿。

春の陽気に誘われて、ついついまどろむ平
へい

“和
わ

” な時間。

美しい花に見とれて、「“わ ”あ」ともらす感嘆の声。

幸せな「わ」を、その手にたくさんつかんで、

明るい未来を引き寄せよう。
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